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敷地の地質・地質構造について
(コメント回答)
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令和2年12⽉21⽇
国⽴研究開発法⼈⽇本原⼦⼒研究開発機構

大洗（ＨＴＴＲ）との違いを分かりやすくするため，
方針や条件が同じものについては「ＨＴＴＲと同様」
（ただし，固有の条件により結果が異なる等の場合は，その旨の注釈を入れる），
そうでないものについては「常陽個別」と右上に表記する。



№ コメント 回答骨子 掲載箇所

1 H29.3.30以降に実施した追加調査について、
その目的を明記すること。また、ボーリング調
査位置図について、評価に用いたボーリング
孔が分かるよう資料を修正すること。

第370回審査会合（2020年9月4日）

・追加調査の実施について、常陽の施設周辺における地質
データの拡充を目的として実施した旨を記載した。
・ボーリング調査位置図について、評価に用いたボーリング
孔が分かるよう資料を修正した。

P.5,6

2 コア観察で久米層以浅に断層が確認されてい
ないことを、敷地に将来活動する可能性のあ
る断層等がない判断根拠のひとつとしている
ことについて、資料に記載すること。

第370回審査会合（2020年9月4日）

・敷地に将来活動する可能性のある断層等がない判断根拠
として、久米層以浅に断層が確認されないことを記載した。

P.35

3 M1段丘堆積物と下位の東茨城層群の境界に
ついて、海成礫と河成礫の区別がつくのか、
その層相の特徴を明確にし、境界の設定根拠
を説明すること。

第370回審査会合（2020年9月4日）

・M1段丘堆積物と東茨城層群の層相について、文献調査、
露頭調査、ボーリングコア観察の結果をもとに検討した。
・M1段丘堆積物と東茨城層群の層相は異なり、層相の境界
には不連続面が確認される。その不連続面には堆積環境
の変化（堆積間隙）が認められることから、両地層は不整合
で接しており、その不整合面をM１段丘堆積物の基底面と設
定している。

P.36

4 多賀層群中にある小断層について、ボーリン
グ孔毎に分布に差があるように見受けられる
ことから、分布の状況について整理すること。

第370回審査会合（2020年9月4日）

・多賀層群中に確認される小断層の分布状況について、ボー
リング孔を用いて確認した。
・多賀層群中の小断層は、ボーリング孔毎にその分布に違い
がみられ、深度方向にも点在していることを確認した。

P.43

審査会合におけるコメント
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１.検討フロー



1. 敷地の地質・地質構造について 検討フロー

5

☑敷地の地質・地質構造の詳細な調査を実施

 文献調査
 変動地形学的調査
 地表地質調査
 ボーリング調査
 微化石分析

☑調査結果から断層の有無及び活動性を検討

 ボーリングコアの観察
 地質構造図の作成
 上載地層法を適用し、敷地に分布する各層の基底

面が水平であることを確認する
・ボーリングコア・コア写真を用いた層相確認

M1段丘堆積物/東茨城層群の境界
東茨城層群/久米層境界
久米層/多賀層群境界

 「将来活動する可能性のある断層等」の有無の把握
 詳細な地質・地質構造の把握

１．検討の目的
（１）敷地における断層の有無及びその活動性を明らかにする。
（２）敷地の詳細な地質・地質構造を把握し、設計上必要な地盤の物性を検討

するための基礎資料を得る。

参照

敷地近傍（敷地から半径5㎞）の地質・
地質構造に関する調査結果を参照

【H29.3.30申請以降追加した項目】
〇敷地内ボーリング調査

（15孔：総延長約1600m）
常陽の施設周辺において、地質データの拡
充を目的としたボーリング調査を実施

HTTR
と同様

常陽周辺で実施した
ボーリング調査結果を
加え、評価を実施

第370回審査会合
資料1‐2修正



ボーリング調査位置図
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拡大範囲

0 200m

この地図は、大洗町長
の承認を受けて、同町
発行の1/10,000地形図
を使用したものである。

敷地の地質・地質構造の評価にあたっては、以下に示すボーリング調査結果を用い
て実施した。

常陽周辺において、地質データの拡充
を目的としてH29.3.30申請以降に
追加したボーリング孔

125
ボーリング位置

D’D 地質断面位置

凡 例

主冷却機建物

③`

②

常陽
個別

第370回審査会合
資料1‐2修正
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2. 敷地周辺及び敷地近傍の地質・地質構造
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原子力科学研究所

大洗研究所
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那珂台地

鹿
島
台
地

記号凡例

鮮新統～第四系更新統の久米層

敷地周辺の地質・地質構造の概要 HTTR
と同様

※

※東茨城層群は、那珂台地及び東茨城台地では、坂本ほか（1981）による石崎層、笹神層、
見和層下部及び中部に、大井・横山（2011）による藪層、上泉層、清川層、横田層及び木
下層の剣尺部層に、山元（2013）による笹神層及び夏海層に相当し、これらの地層を一括
して東茨城層群と仮称する。

第370回審査会合
資料1‐2再掲



大洗研究所の敷地及び敷地近傍において，陸域では鹿島台地・行方台地周辺の活傾動，海域ではP2(F3・F4に相当)断層が指摘されている。
敷地周辺の地質・地質構造調査結果から，鹿島台地・行方台地周辺には文献で指摘される範囲には震源として考慮する活断層はないと評価し，海域の
P2(F3・F4に相当)断層（長さ約16km）について震源として考慮する活断層と評価している。

50万分の1活構造図「新潟（1984）」
50万分の1活構造図「東京（1997）」産業技術総合研究所「活断層データベース（2015）」今泉他編「活断層詳細デジタルマップ（2018）」活断層研究会編「新編 日本の活断層（1991）」

：活動セグメント

凡例

：推定活断層

凡例凡例

地震調査委員会「関東地域の活断層の
長期評価 （2015）」

凡例
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HTTR
と同様活構造に関する文献調査結果（1） 第370回審査会合

資料1‐2再掲



活構造に関する文献調査結果（2）

大洗研究所

5km

20万分の1地質図幅「水戸」において，本図幅の範囲に活断層
は確認されていないとしている。

地質調査総合センター 「20万分の1地質図幅 水戸(2001)」に加筆

20万分の1地質図幅「水戸」(2001)説明書に加筆

10

HTTR
と同様

２０万分の１地質図幅「水戸」（2001）

第370回審査会合
資料1‐2再掲



・「5万分の1地質図幅 「磯浜」(1975)」によると，第四系の下位には，大洗台地では白亜系〜古第三系の大洗層，鹿島台地では中新統，東茨城台地では鮮新

統が分布しており，これらの地層の相互関係は不明であるが，境界に断層の存在を推定している。一方，これらの地層を覆う第四系については，「ほとんど水
平に分布しており，構造的な変形は受けていない」とされている。
・「20万分の1地質図幅 「水戸」(2001)」にこれらの断層は図示されていない。
・上記に加えて，地形判読結果においても，周辺に広く分布するM1面にもリニアメントが判読されず，また地表地質調査等の結果においてもM1段丘堆積物の
基底面がほぼ水平に分布していることから，後期更新世以降の活動は無いと判断される。

地質調査総合センター
「5万分の1地質図幅 磯浜(1975)」に加筆

磯浜図幅説明書（1975） より抜粋

A

B B’

東
茨
城
台
地

東
茨
城
台
地

鹿
島
台
地

大洗研究所
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：文献調査の対象とした図幅（20万分の1）

：5万分の1地質図幅が発行されている範囲
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磯 浜

那珂湊 大洗研究所

原子力科学研究所
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HTTR
と同様

文献調査結果 5万分の１地質図幅「磯浜」（1975）
第370回審査会合
資料1‐2再掲



(1)

(2)

(4)
(3)

那珂台地

東茨城台地

30km

5km

5km

原子力科学研究所

大洗研究所

(8)

(5)

(6)
(7)

(9)

(10)

(11)
(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

名称
(1) 棚倉破砕帯⻄縁断層（の⼀部)
(2) 棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層
(3) 関⼝－⿊磯リニアメント
(4) 関⼝－⽶平リニアメント
(5) 宮⽥町リニアメント
(6) 下⼤⾨町リニアメント
(7) ⻑⾕町リニアメント
(8) 竪破⼭リニアメント
(9) ⼩中町リニアメント
(10) 北富⽥リニアメント
(11) 氷之沢リニアメント
(12) ⼊本郷リニアメント
(13) ⾼根リニアメント
(14) 福⽥南⽅リニアメント
(15) ⼤那地リニアメント
(16) 吾国⼭断層

︓既往⽂献に記載されているものに相当するリニアメント
︓既往⽂献に記載されていないリニアメント

なお、既往⽂献にお
いて記載されている⿅
島台地・⾏⽅台地周
辺の活傾動について
は、当該位置におい
て、リニアメントは判読
されない。

※(2) 、(3)及び(15)は図⽰範囲外に延びる。
12

HTTR
と同様敷地周辺陸域の調査結果【変動地形学的調査】

第370回審査会合
資料1‐2再掲



名称 評価⻑さ 評価結果

F2 断層 － 少なくとも後期更新世以降の活動はな
いものと判断。

F17 断層 －

A-2a背斜 －

A-2b 背斜 －

F16 断層 約26km 震源として考慮する活断層として評価。

A-1 背斜 約19.5km

F8 断層 約26km

F18 断層 － 少なくとも後期更新世以降の活動はな
いものと判断。

F9 断層 －

F10 断層 －

F15 断層 －

F3断層 約16km 震源として考慮する活断層として評価。

F4断層

F6 断層 － 少なくとも後期更新世以降の活動はな
いものと判断。

F19 断層 －

F20 断層 －

F21 断層 －

F22 断層 －

F23 断層 －

F25 断層 －

F26 断層 －

A-3 背斜 －

HTTR
と同様敷地周辺海域断層の活動性評価結果
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第370回審査会合
資料1‐2再掲



原子力科学研究所

大洗研究所

名称 評価⻑さ

Ｆ１断層〜北⽅陸域の断層〜塩ノ平地震断層の
同時活動

約58km

棚倉破砕帯⻄縁断層（の⼀部）〜棚倉破砕帯東
縁付近の推定活断層の同時活動

（中染付近、⻄染付近のリニアメントを含む。）

約42km

Ｆ３断層〜Ｆ４断層の同時活動 約16km

敷地周辺の断層等について，それらの性状，位置関係等から，
下記の断層について，同時活動を考慮することとする。

敷地周辺の震源として考慮する活断層

同時活動を考慮する範囲

敷地周辺断層の同時活動に関する評価結果
HTTR
と同様

14

第370回審査会合
資料1‐2再掲



番号 断層名称 評価⻑さ

① 関⾕断層 約40km

② 深⾕断層帯・
綾瀬川断層

約103km

約40㎞
37°

36°

①

②

HTTR
と同様敷地を中心とする半径30km以遠の活断層評価結果

15

第370回審査会合
資料1‐2再掲
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HTTR
と同様

：震源として考慮する活断層
：同時活動を考慮する断

大洗研究所

断層名
評価長さ
（km）

関谷断層 40

深谷断層帯・綾瀬川断層 103

Ｆ３断層～Ｆ４断層の同時活動 16

関口－米平リニアメント 6

竪破山南西付近リニアメント 4

日立市宮田町付近リニアメント 1

吾国山断層 6

Ｆ８断層 26

Ｆ１６断層 26

Ａ－１背斜 19

棚倉破砕帯西縁断層（の一部）～棚倉破砕帯
東縁付近の推定活断層の同時活動

42

Ｆ１断層～北方陸域の断層～塩ノ平地震断層
の同時活動

58

F１１断層 5

敷地周辺・敷地近傍の地質・地質構造に関する調査の結果、上記の断層を震源として考慮する活断層
として評価する。

震源として考慮する活断層 第370回審査会合
資料1‐2再掲
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3.敷地の地質・地質構造
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敷地の地形及び地質の概要

※）撮影時点において、敷地は、耕作地、林地等であり、著しい地形
改変はされていない。

敷地近傍陸域の変動地形調査結果図

常陽建設前の空中写真
（1964年撮影）

1km

HTTR

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図
200000（地図画像）及び数値地図25000（地図画像）を複製したもの
である。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地理院の長の承認を
得なければならない。

1km

常陽

涸沼
太平洋

 敷地は、主に標高約30m～約40mの台地からなる。
 台地は敷地近傍のM1面に相当し、敷地に広く分布する。
 変動地形学的調査結果によると、敷地には地すべり地形及びリニアメントは認められない。

HTTR
と同様

第370回審査会合
資料1‐2再掲



敷地の地形及び地質の概要

19

敷地の地質層序表

敷地には、下位から新第三系中新統で砂質泥岩からなる多賀層群、新第三系鮮新統～第四系下部更新統で
主に砂質泥岩からなる久米層が分布し、これを覆って、第四系の中部更新統で礫・砂・シルトからなる東
茨城層群、第四系上部更新統で礫・砂・シルトからなるM1段丘堆積物、第四系完新統で礫・砂・シルト
からなる沖積層及び細粒砂・中粒砂からなる砂丘砂層が分布する。
なお、敷地内の地質層序について、坂本（1975）及び山元（2013）と整合性を確認した。山元
（2013）は、東茨城台地に分布する更新統の層序について、海水準変動に関連付けた地層区分及びテフ
ラの対比により検討を行い、下位から笠神層（MIS7e）、夏海層（MIS7a-c）、見和層（5e）、茨城層
（5c）に区分しており、敷地の地質層序表に示される各層の年代観と整合している。

坂本（1975）
「磯浜地域の地質」

山元（2013）

沖積層 砂丘砂層
礫・砂

・シルト
砂

敷地の低地部に分布す
る。

敷地の海岸付近に分布
し、細粒砂から中粒砂
よりなる。

－ －

上部 見和層上部層
茨城層
見和層

（MIS5e～5c）

夏海層
笠神層

（MIS7e～7c）

下部 －

鮮新統

－

上部

下部

－

－

敷地の標高約-130m以深に分布する。
中新統

新
第
三
系

新
生
界

中部
多賀層群 砂質泥岩

鮮新統

中新統

東茨城層群

久米層
砂質泥岩

凝灰岩を挟む

備考主な層相

第
四
系

完新統

更
新
統

M1段丘堆積物 礫・砂・シルト

年代層序区分 地層名

見和層中部層
石崎層

－

-

下位の東茨城層群を不整合に覆う。
（MIS5e～5c）

－
敷地の標高約-50mから標高約-130mに分
布する。

　：不整合

　：地層欠如

中部 礫・砂・シルト

建家の基礎地盤であり、M1段丘堆積物に不
整合に覆われて分布する。
（MIS13～7）
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～～～～～～～～～
～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

HTTR
と同様

M1段丘堆積物

東茨城層群

第370回審査会合
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M1段丘堆積物

東茨城層群
写真１

写真2

文献調査，地表地質調査等の結果によれば，本地域の第四系は下位から東茨城層群，M1段丘堆積物が
分布している。

M1段丘堆積物は基底に礫層を伴い，下位の東茨城層群と不整合関係で接している。また，M1段丘堆
積物の下部は，貝殻片含む浅海性の海成層から成り，その上部には白斑状生痕を伴う層準が認められる。

海成層の上位の堆積物には，赤城水沼9,10テフラ（約13万年前，鈴木，1989 ）が認められる。

以上のことから，M1段丘堆積物の下部は，MIS5eの堆積物であると考えられ、基底面の標高についても
敷地及び敷地周辺でほぼ水平に分布する。

赤城水沼9,10テフラ
（約13万年前，鈴木，
1989）

写真2

写真１

削剥面

生痕
（礫を充填）

涸沼南岸で東茨城層
群（石崎層）の上に
M1段丘堆積物（見
和層上部層）の基底
礫層が重なる部分が
認められる露頭が確
認されている。坂本
（1975）等とも整
合的である。

中粒の砂層が一定間隔の平
行葉理をなし、シルト層も
含む。上位の砂層とは層相
が異なる。

赤城水沼9,10テフラ
（約13万年前，鈴木，
1989）
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敷地のM1段丘堆積物の形成年代と分布状況

大洗研究所

HTTR
と同様

第370回審査会合
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HTTR原子炉建家

原子炉建物及び
原子炉付属建物

敷地境界

HTTR

常陽
拡大範囲

0 200m

この地図は、大洗町長
の承認を受けて、同町
発行の1/10,000地形図
を使用したものである。

125
ボーリング位置

D’D 地質断面位置

凡 例

主冷却機建物

③`

②

敷地の地形及び地質の概要（調査位置図）

21

常陽
個別

敷地のボーリングデータを基に地質断面図を作成し、原子炉建物及び

その周辺の地層の連続性について確認した。
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A A’

東茨城層群

久米層

M1段丘堆積物

多賀層群

M1段丘堆積物は、下位の東茨城層群を覆って、敷地に広く分布しており、Ｍ１段丘堆積物の

基底面はほぼ水平に分布する。また、東茨城層群及び久米層の基底面もほぼ水平に分布する。

B

A’

C

A 常陽
原子炉建物及び
原子炉附属建物

主冷却機建物

常陽
個別

B B’

東茨城
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・原子炉建物及び原子炉附属建物、主冷却機建物を取り囲むように地質断面図を作成し、
地層の連続性を確認した。

・M1段丘堆積物の基底面、東茨城層群及び久米層の基底面は、ほぼ水平に分布している。

③’

D`D
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125
ボーリング位置

D’D 地質断面位置

凡 例

主冷却機建物

③
`②

敷地の地形及び地質の概要（調査位置図）

24
HTTRにおいてコア写真による検討で用いたボーリング位置

常陽においてコア写真による検討で用いたボーリング位置

№113

№114

№115

№116

№7№3№9

説明に使用する断面線位置

ボーリングコア写真を用いて、各層相確認をすると共に、各境界深度について
確認を行った。

常陽
個別

検討内容はHTTRと同
様
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敷地内ボーリング柱状図
（№116）

【干潟・湿地の堆積物（シル
ト層）】
やや粒径不均質なシルトを主
体とする。固結度は高く、部
分的に細砂の薄層を挟む。全
体的に炭質物を多く含む。

【河川の堆積物（砂礫
層）】
径5～30mm(最大70mm以
上)の亜円～円礫と、粗砂の基
質からなる。部分的に礫が少
なくなり、粗砂からなる。

敷地内ボーリングコア写真
（№116）

【ローム層】
粘土化がやや進行し、多孔質。
一部に軽石が点在する。

【古砂丘の堆積物（砂層）】
シルトを含み、粒径不均一な
中砂を主体とする。一部褐鉄
鉱が濃集する。

【海の堆積物（砂層）】
円礫混じり砂、礫層を挟在す
る淘汰の良い砂層、淘汰の悪
い砂層と層相が変化する。一
部のコア（No.114）には、
白斑状生痕（ヒメスナホリム
シの生痕化石）が認められる。
下位の地層とは不整合境界面
を成している。

25

敷地内の堆積物の分布状況は、周辺の分布状況と整合してお
り、M1段丘堆積物の下部は、MIS5eの堆積物であると考えら
れる。
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M1段丘堆積物基底
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敷地のM1段丘堆積物の堆積状況
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層群

M１段丘
堆積物

※M１段丘堆積物と東茨城層群の境界の設定根拠は参考１参照
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東茨城層群

久米層

M1段丘堆積物

A A’A A’
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A-A’測線（南北方向）
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T.P.+28.3m

砂質土

粘性土

T.P.+24.0m

T.P.+27.0m

T.P.+25.0m

粘性土

砂質土

砂質土

M1段丘堆積物 東茨城層群

T.P.+14.3m

No.113孔
(孔口標高：T.P.＋38.1m)

0

5

10

15

20

M1段丘堆積物 東茨城層群

T.P.+14.9m

T.P.+34.7m ローム

砂質土

T.P.+27.6m

粘性土

砂質土

T.P.+27.3m

砂質土

ローム層

海の堆
積物

古砂丘
堆積物

干潟・湿地
の堆積物

ローム層

海の堆
積物

古砂丘
堆積物

干潟・湿地
の堆積物

ローム層

海の堆
積物

古砂丘
堆積物

干潟・湿地
の堆積物

No.115孔
(孔口標高：T.P.＋38.5m)

ローム層

海の堆
積物

古砂丘
堆積物

干潟・湿地
の堆積物

T.P.+38.2m
埋戻土 ローム

砂質土

T.P.+28.5m

粘性土
砂質土

T.P.+28.0m

T.P.+25.4m
粘性土

T.P.+23.5m

砂質土

M1段丘堆積物 東茨城層群

T.P.+15.5m

T.P.+37.3m埋戻土

埋戻土

T.P.+34.6m

0

5

10

15

20

35.0

30.0

25.0

20.0

T.P.
（m）

15.0

深度
（m）

深度
（m）

深度
（m）

深度
（m）

埋戻土

埋戻土

T.P.+37.6m

粘性土
T.P.+25.5m

T.P.+22.8m

T.P.+37.5m埋戻土

M1段丘堆積物の堆積状況（南北方向）

・ボーリングコアにおいて、M1段丘堆積物の層相が連続的に確認され、層
相の変化する深度及び東茨城層群との境界深度も各孔でほぼ同様である。

沖積層 砂丘砂層

上部

下部

上部

下部

新
第
三
系

新
生
界

中部
多賀層群

鮮新統

中新統

東茨城層群

久米層

第
四
系

完新統

更
新
統

M1段丘堆積物

年代層序区分 地層名

中部

～～～～～～～～～
～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

沖積層
（ａｌ ）

砂丘砂層
（ｄ）

Ｍ１段丘堆積物
（Ｍ１）

東茨城層群
（Ｈｉ ）

久米層（Ｋｍ）

多賀層群（Ｔｇ）

多賀層群

常陽
個別

検討に用いた
ボーリングコア

№113

№114
№116

№7№3№9 №115
D D’

B B’

A

A’

C C’

第370回審査会合
資料1‐2修正



Lm

Mu-C

Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S3

Mu-S

Lm

Mu-C
Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S2

Is-S3
Is-Sg

Tg

Lm

Mu-S

Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S3
Is-Sg

Tg

Km

Mu-C
Mu-S

Mu-C
Mu-C

100m500

Lm
Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S2U

Is-Sg

Tg

Km

Ks

Mu-S

Lm

Mu-C

Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S2U

Km

Tg

Ks

Lm

Mu-S

Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S2U

Is-Sg

Km

Ks

Tg

Mu-C
Mu-C

Is-S2L

Is-Sc

Is-S2L

Is-Sc

Is-Sg

Is-Sc

Is-S2L

Mu-C
Mu-C

  50

   0

 -50

-100

-150

-200

標高(m)
100
(52m) 102

(1m)
43
(17m)

10
(5m)

11
(5m)

105
(5m)

106
(5m)

110
(3m)

12
(10m)

111
(9m)

112
(6m)

113
(83m

)

121
(47m) 119

(22m)

101
(15m) 103

(5m)

122
(74m)

109
(4m)

No.113孔
（境界位置：T.P.＋14.9m）

No.116孔
（境界位置： T.P.＋16.1m）

No.114孔
（境界位置： T.P.＋14.3m）

M1段丘堆積物 東茨城層群 M1段丘堆積物 東茨城層群

[M1段丘堆積物基底付近の特徴]
10～15㎝間隔で、細砂層と礫混じり
細砂層（礫径2～3mm）が互層する。

[境界付近の東茨城層群の特徴]
径5～30mm、最大径50mm以上の亜円
～円礫と、シルト～細砂の基質の砂
礫からなる。

[M1段丘堆積物基底付近の特徴]
淘汰の良い中砂からなり、砂礫を挟
む。

[境界付近の東茨城層群の特徴]
径5～30mm、最大径70mm以上の亜円
～円礫と粗砂の基質の砂礫からなる。

[M1段丘堆積物基底付近の特徴]
塊状細砂を主体とし、やや粒径不均
一である。

[境界付近の東茨城層群の特徴]
径10～30mm、最大径60mm以上の円礫
～亜円礫と粗砂～中砂の基質の砂礫
からなる。

M1段丘堆積物 東茨城層群

T.P.+14.9m

No.115孔
（境界位置：T.P.＋15.5m）

[M1段丘堆積物基底付近の特徴]
粒径均一な細砂からなり、細礫や粗
砂がやや混じる。

[境界付近の東茨城層群の特徴]
径5～40mmの亜円～円礫と粗砂の基
質の砂礫からなる。

M1段丘堆積物/東茨城層群境界の特徴（南北方向）

・ M1段丘堆積物基底面の分布標高は、各孔でほぼ同様である。

沖積層 砂丘砂層

上部

下部

上部

下部

新
第
三
系

新
生
界

中部
多賀層群

鮮新統

中新統

東茨城層群

久米層

第
四
系

完新統

更
新
統

M1段丘堆積物

年代層序区分 地層名

中部

～～～～～～～～～
～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

沖積層
（ａｌ ）

砂丘砂層
（ｄ）

Ｍ１段丘堆積物
（Ｍ１）

東茨城層群
（Ｈｉ ）

久米層（Ｋｍ）

多賀層群（Ｔｇ）
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東茨城層群

M1段丘堆積物

(№113)
T.P.＋
14.9m (№112)

T.P.＋15.8m

(№116)
T.P.＋16.1m

(№114)
T.P.＋14.3m

(№10)
T.P.＋16.1m

A-A’測線（南北方向）

(№119)
T.P.＋14.6m

(№115)
T.P.＋15.5m

(№12)
T.P.＋15.4m (№111)

T.P.＋15.4m

東茨城層群

久米層

多賀層群

M1段丘堆積物

常陽
個別

検討に用いた
ボーリングコア

A A`

(№11)
T.P.＋16.0m

№113

№114
№116

№7№3№9 №115

D D’

B B’

A

A’

C C’

第370回審査会合
資料1‐2修正



No.113孔
（境界位置：T.P.-53.8m）

No.116孔
（境界位置： T.P.-54.9m）

No.114孔
（境界位置： T.P.-55.9m）

No.115孔
（境界位置： T.P.-54.5m）

[東茨城層群基底付近の特徴]
細砂を主体とし、貝化石片を多く含
む。

[境界付近の久米層の特徴]
細砂に富む塊状泥岩からなる。

久米層東茨城層群

[東茨城層群基底付近の特徴]
中砂がやや混じる細砂からなり、
貝化石片を含む。

[境界付近の久米層の特徴]
細砂に富む塊状泥岩からなる。

久米層
久米層東茨城層群

東茨城層群

久米層東茨城層群

[東茨城層群基底付近の特徴]
細砂を主体とし、基底面に細礫や貝
化石が密集する。

[境界付近の久米層の特徴]
均質塊状な細砂質泥岩からなる。

[東茨城層群基底付近の特徴]
やや粒径不均一な細砂からなる。
概ね塊状で少量の貝化石片を含む。

[境界付近の久米層の特徴]
塊状細砂に富む塊状泥岩からなる。

東茨城層群/久米層境界の特徴（南北方向）

・東茨城層群基底面の分布標高は、各孔でほぼ同様である。

28

沖積層 砂丘砂層

上部

下部

上部

下部

新
第
三
系

新
生
界

中部
多賀層群

鮮新統

中新統

東茨城層群

久米層

第
四
系

完新統

更
新
統

M1段丘堆積物

年代層序区分 地層名

中部

～～～～～～～～～
～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

沖積層
（ａｌ ）

砂丘砂層
（ｄ）

Ｍ１段丘堆積物
（Ｍ１）

東茨城層群
（Ｈｉ ）

久米層（Ｋｍ）

多賀層群（Ｔｇ）

常陽原子炉建物

A-A’測線（南北方向）

M1段丘堆積物

常陽
個別

検討に用いた
ボーリングコア

Lm

Mu-C

Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S3

Mu-S

Lm

Mu-C
Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S2

Is-S3
Is-Sg

Tg

Lm

Mu-S

Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S3
Is-Sg

Tg

Km

Mu-C
Mu-S

Mu-C
Mu-C

100m500

Lm
Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S2U

Is-Sg

Tg

Km

Ks

Mu-S

Lm

Mu-C

Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S2U

Km

Tg

Ks

Lm

Mu-S

Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S2U

Is-Sg

Km

Ks

Tg

Mu-C
Mu-C

Is-S2L

Is-Sc

Is-S2L

Is-Sc

Is-Sg

Is-Sc

Is-S2L

Mu-C
Mu-C

  50

   0

 -50

-100

-150

-200

標高(m)
100
(52m) 102

(1m)
43
(17m)

10
(5m)

11
(5m)

105
(5m)

106
(5m)

110
(3m)

12
(10m)

111
(9m)

112
(6m)

113
(83m

)

121
(47m) 119

(22m)

101
(15m) 103

(5m)

122
(74m)

109
(4m)

(№113)
T.P.-53.8m (№112)

T.P.-55.2m

(№116)
T.P.-54.9m

(№114)
T.P.-55.9m

(№115)
T.P.-54.5m

(№12)
T.P.-55.2m

東茨城層群

久米層

多賀層群

M1段丘堆積物

A A`
(№119)
T.P.-55.4m

(№11)
T.P.-54.95m

№113

№114
№116

№7№3№9 №115

D D’

B B’

A

A’

C C’

第370回審査会合
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No.116孔
(境界位置：T.P.-127.2m)

No.114孔
(境界位置：T.P.-126.0m)

No.113孔
(境界位置：T.P.-123.0m)

No.115孔
(境界位置：T.P.-129.0m)

多賀層群久米層 多賀層群久米層 多賀層群久米層多賀層群久米層

[久米層基底付近の特徴]
径5～10mmの亜角礫を少量含む中砂

岩からなる。

[境界付近の多賀層群の特徴]
泥岩優勢の砂岩泥岩互層からなる。

[久米層基底付近の特徴]
径2～10mmの亜円礫を含む中砂岩か
らなる。

[境界付近の多賀層群の特徴]
泥岩優勢の砂岩泥岩互層からなる。

[久米層基底付近の特徴]
径40mm以下の円～亜角礫と中～粗
砂の基質からなる礫岩。境界は傾
斜約50°で傾く。

[境界付近の多賀層群の特徴]
泥岩優勢の砂岩泥岩互層からなる。

[久米層基底付近の特徴]
中砂を主体とする砂岩。軽石や
生痕化石を頻繁に含み、基底に
礫が認められる。

[境界付近の多賀層群の特徴]
泥岩優勢の砂岩泥岩互層からな
る。

久米層/多賀層群境界の特徴（南北方向）

・久米層基底面の分布標高は、南に低下する傾向が認められ、連続的な分布が確認できる。
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沖積層 砂丘砂層

上部

下部

上部

下部

新
第
三
系

新
生
界

中部
多賀層群

鮮新統

中新統

東茨城層群

久米層

第
四
系

完新統

更
新
統

M1段丘堆積物

年代層序区分 地層名

中部

～～～～～～～～～
～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

沖積層
（ａｌ ）

砂丘砂層
（ｄ）

Ｍ１段丘堆積物
（Ｍ１）

東茨城層群
（Ｈｉ ）

久米層（Ｋｍ）

多賀層群（Ｔｇ）

常陽原子炉建物

A-A’測線（南北方向）

東茨城層群

M1段丘堆積物

検討に用いた
ボーリングコア

常陽
個別

Lm

Mu-C

Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S3

Mu-S

Lm

Mu-C
Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S2

Is-S3
Is-Sg

Tg

Lm

Mu-S

Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S3
Is-Sg

Tg

Km

Mu-C
Mu-S

Mu-C
Mu-C

100m500

Lm
Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S2U

Is-Sg

Tg

Km

Ks

Mu-S

Lm

Mu-C

Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S2U

Km

Tg

Ks

Lm

Mu-S

Mu-S1

Mu-S2

Mm-Sg

Is-S1

Is-C

Is-S2U

Is-Sg

Km

Ks

Tg

Mu-C
Mu-C

Is-S2L

Is-Sc

Is-S2L

Is-Sc

Is-Sg

Is-Sc

Is-S2L

Mu-C
Mu-C

  50

   0

 -50

-100

-150

-200

標高(m)
100
(52m) 102

(1m)
43
(17m)

10
(5m)

11
(5m)

105
(5m)

106
(5m)

110
(3m)

12
(10m)

111
(9m)

112
(6m)

113
(83m

)

121
(47m) 119

(22m)

101
(15m) 103

(5m)

122
(74m)

109
(4m)

(№113)
T.P.-123.0m

(№116)
T.P.-127.2m

(№114)
T.P.-126.0m

(№115)
T.P.-129.0m

東茨城層群

久米層

多賀層群

M1段丘堆積物

A A`

(№11)
T.P.-131.15m

№113

№114
№116

№7№3№9 №115

D D’

B B’

A

A’

C C’

第370回審査会合
資料1‐2修正

※多賀層群中には小断層が
認められる。（参考２参照）

なお、久米層以浅には小断
層は認められない。



夏海湖
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常陽　g-g'断面(東-西断面)HTTR　C-C'断面(東-西断面)
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M1段丘堆積物の堆積状況（東西方向）

・ボーリングコアにおいて、M1段丘堆積物の層相が連続的に確認され、層相の
変化する深度及び東茨城層群との境界深度も各孔でほぼ同様である。
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常陽　g-g'断面(東-西断面)HTTR　C-C'断面(東-西断面)

B-B'HTTR D-D'
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（Ｍ１）

東茨城層群
（Ｈｉ ）

久米層（Ｋｍ）

多賀層群（Ｔｇ）

No.9孔
（境界位置：T.P.＋15.2m）

No.3孔
（境界位置： T.P.＋16.4m）

No.7孔
（境界位置：T.P.＋16.1m）

[M1段丘堆積物基底付近の特徴]
細砂～礫混じり粗砂からなり、砂礫
を挟む。

[境界付近の東茨城層群の特徴]
砂礫からなり、礫は最大径90mmで平
均径10～20mmの円～亜角礫からなる。

[M1段丘堆積物基底付近の特徴]
礫混じり中砂からなり、礫は中礫
を主体とする。

[境界付近の東茨城層群の特徴]
砂礫からなり、礫は最大径80mmで
平均径10～20mmの中礫（亜円礫）
からなる。

[M1段丘堆積物基底付近の特徴]
淘汰の良い中砂からなり、砂礫を挟
む。

[境界付近の東茨城層群の特徴]
砂礫からなり、礫は最大径80mmで平
均20mmの亜円礫。
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No.115孔
（境界位置：T.P.＋15.5m）

[M1段丘堆積物基底付近の特徴]
粒径均一な細砂からなり、細礫や粗
砂がやや混じる。

※ノンコアの部分については、柱状図に基づき地層境界を記載

[境界付近の東茨城層群の特徴]
径5～40mm、最大径50mmの亜円～円
礫と粗砂の基質の砂礫からなる。

M1段丘堆積物 東茨城層群

M1段丘堆積物/東茨城層群境界の特徴（東西方向）

・ M1段丘堆積物基底面の分布標高は、各孔でほぼ同様である。

31D-D’測線（東西方向）
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No.9孔
（境界位置： T.P.-53.7m）

No.3孔
（境界位置： T.P.-54.4m）

No.7孔
（境界位置： T.P.-55.2m）

[東茨城層群基底付近の特徴]
シルト混じり細砂～中砂から
なる。

[境界付近の久米層の特徴]
均質塊状な細砂質泥岩からな
る。

89

[東茨城層群基底付近の特徴]
細砂～中砂からなる。

[境界付近の久米層の特徴]
均質塊状な極細砂質～細砂質
泥岩からなる。
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久米層東茨城層群

[東茨城層群基底付近の特徴]
細砂～中砂からなる。

[境界付近の久米層の特徴]
極細砂質～細砂質泥岩からな
る。

No.115孔
(境界位置：T.P.-54.5m)

[東茨城層群基底付近の特徴]
均質細砂からなり、概ね塊状
で少量の貝化石片を含む。

久米層東茨城層群

[境界付近の久米層の特徴]
細砂に富む塊状泥岩からなる。
軽石や生痕化石を含む。

東茨城層群/久米層境界の特徴（東西方向）
・東茨城層群基底面の分布標高は、各孔でほぼ同様である。
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No.9孔
（境界位置：T.P.-134.6m）

No.3孔
（境界位置：T.P.-138.2m）
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[久米層基底付近の特徴]
シルト質細砂岩からなる。

[境界付近の多賀層群の特徴]
砂岩泥岩互層からなる。

[久米層基底付近の特徴]
径10～20mmの亜円礫が分布。
（礫層の上位にシルト質細砂
岩～中砂岩が載る）

[境界付近の多賀層群の特徴]
砂岩泥岩互層からなる。

多賀層群久米層
多賀層群久米層

No.115孔
(境界位置：T.P.-129.0m)

多賀層群久米層

[久米層基底付近の特徴]
中砂を主体とする砂岩。軽石
や生痕化石を頻繁に含み、基
底に礫が認められる。

[境界付近の多賀層群の特徴]
泥岩優勢の砂岩泥岩互層から
なる。

久米層/多賀層群境界の特徴（東西方向）

・久米層基底面の分布標高は、各孔でほぼ同様である。
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※多賀層群中には小断層
が認められる。多賀層群中
の小断層については参考２
で示す。

なお、久米層以浅には小断
層は認められない。



建設工事の掘削状況

法面写真から，M１段丘堆積物はほぼ水平に分布していることが確認される。

S

N

E

W
NW E

M1段丘
堆積物

砂層
（Mu-S1）

シルト層
（Mu-C）

砂層
（Mu-S2）

ローム層
（Lm）

原子炉建物及び
原子炉付属建物

掘削面

拡大写真位置

拡大写真

建設工事の掘削状況写真（1970年（昭和45年）４月）

原子炉建物及び
原子炉付属建物

主冷却機建物

写真撮影方向

地質断面図

平面図

N

S

EW

W E

34

拡大写真撮影方向

G.L.

G.L-19.5m.

第370回審査会合
資料1‐2再掲

常陽
個別



まとめ

35

空中写真判読の結果、敷地を含めた敷地近傍にはリニアメント及び地
すべり地形は認められない。
敷地には、新第三系中新統の多賀層群、新第三系鮮新統の久米層、第

四系更新統の東茨城層群及びM1段丘堆積物並びに第四系完新統の沖
積層及び砂丘砂層が分布する。
M1段丘堆積物は、ボーリング柱状図及びボーリングコア確認から、

下位の東茨城層群を覆って敷地に広く分布しており、M1段丘堆積物
の基底面はほぼ水平に分布する。
久米層以浅の地層には断層は認められず、Ｍ１段丘堆積物の下位の東

茨城層群、久米層基底面もほぼ水平に分布しており、断層を示唆する
系統的な不連続や累積的な変位・変形は認められない。

大洗研究所敷地の地質・地質構造を把握すると共に、敷地に
は、将来活動する可能性のある断層等は認められないと判断
される。

HTTR
と同様

第370回審査会合
資料1‐2修正
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参考1 M1段丘堆積物と東茨城層群の境界の設定根拠について



M１段丘堆積物と東茨城層群について（地質概要）

37

・敷地近傍及び敷地には、下位から多賀層群、久米層が分布し、これを覆って、東茨城層群、M1段丘堆積物、沖積層及び砂丘
砂層が分布する。東茨城層群及びM１段丘堆積物は、東茨城台地、鹿島台地に連続的に広く分布し、東茨城層群はM1段丘堆
積物に不整合に覆われて分布している。（地質図P8参照）

・東茨城層群は、主に砂、礫及びシルトからなり、坂本ほか（1975）等による石崎層、笹神層、見和層下部及び中部に、山元
（2013）による笹神層及び夏海層等に相当し、これらの地層を一括して東茨城層群と仮称している。敷地付近には、坂本
（1975）等の石崎層、見和層中部層が分布する。

・M1段丘堆積物は、東茨城台地、鹿島台地に連続的に広く分布し、堆積物は主に砂からなり、礫、シルトの薄層を伴い、貝化
石や白斑状生痕が認められ、海成の堆積物である。下部は塊状の砂を主体とするが、上部は粗粒砂やシルトの薄層を挟在する
など、層相が変化する。本堆積物は、坂本（1975）等の見和層上部に相当する。

敷地近傍及び敷地の地質層序

沖積層 砂丘砂層
礫・砂

・シルト
砂

上部

下部

上部

下部

新
第
三
系

新
生
界

中部
多賀層群 砂質泥岩

鮮新統

中新統

東茨城層群

久米層
砂質泥岩

凝灰岩を挟む

主な層相

第
四
系

完新統

更
新
統

M1段丘堆積物 礫・砂・シルト

年代層序区分 地層名

中部 礫・砂・シルト

～～～～～～～～～
～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

～～～～～～～～～

L1段丘堆積物
M4段丘堆積物
M3段丘堆積物
M2段丘堆積物
M1段丘堆積物

東茨城層群

坂本（1975）
「磯浜地域の地質」

山元（2013）

－ －

見和層上部層
茨城層
見和層

（MIS5e～5c）

夏海層
笠神層

（MIS7e～7c）

－

鮮新統

－

中新統

見和層中部層
石崎層

－

-

　：不整合

　：地層欠如

～～～～

常陽
個別



M１段丘堆積物と東茨城層群について（文献調査）

・坂本ほか（1975）等では、見和層上部層と下位の見和層中部層、石崎層等の層相は以下のように記載されており、見和層上
部層と下位の見和層中部層及び石崎層とは、層相が異なり、不整合関係で接しているとされている。

（見和層上部層）
主に砂層からなる海成層で、波食台の上に堆積した地層であり、その基底面はきわめて平坦であり、下位の見和層中部層や
石崎層とは不整合で接する。 見和層上部層の層相は、薄い細礫層を挟み生痕化石が見られ、その基底には礫層があり、涸沼
南方（敷地南方）では基底礫層が発達し、見和層中部層の分布する範囲では、基底部は薄い細円礫層からなるとされている。

（見和層中部層）
見和層中部層は、水戸南方から大洗南方へかけての北西-南東へのびる顕著な凹地を埋めて発達する地層で、層相は主に礫
層で径5～10cm大以下の円～亜円礫が密集したものとされている。

（石崎層）
石崎層は、見和層上部層と広い範囲にわたって不整合で接している。層相は、砂を主体とし、細円礫の薄層を挟む。

38見和層堆積期の古地理

坂本(1972)

大洗研究所

坂本(1975)見和層上部層及び中部層の分布と堆積環境

石崎層の分布と層相 坂本(1975)

常陽
個別



涸沼南岸で東茨城層群（石崎層）の上に
M1段丘堆積物（見和層上部層）の基底礫
層が重なる部分が認められる露頭が確認
されている。坂本（1975）等とも整合
的である。

M１段丘堆積物と東茨城層群について（露頭調査結果）

M1段丘堆積物

東茨城層群 写真１

赤城水沼9,10テフラ
（約13万年前，鈴木，
1989）

大洗研究所

削剥面

生痕
（礫を充填）

写真１

39

・敷地近傍（涸沼南部）では、東茨城層群（石崎層の砂層）を覆って、M１段丘堆積物が分布している。
・M1段丘堆積物は基底に礫層を伴い（写真１）、下位の東茨城層群と不整合関係で接している。M1段丘堆積物の下部は、貝殻

片を含む浅海性の海成層からなり、その上部には白斑状生痕を伴う層準が認められる。M１段丘堆積物と東茨城層群の境界は不
整合面が確認でき、その不整合面をM１段丘堆積物の基底面としている。

涸 沼

写真1の露頭位置

常陽
個別



M1段丘堆積物基底

21

32

76

87

1110

1211

1918

2019

2120

2221

2322

2423

2524

2625

2726

③

②

敷地内ボーリングコア写真（No.３）

M１段丘堆積物と東茨城層群について（敷地内調査）

写真③
M１段丘堆積物（礫混じり砂）と東
茨城層群（砂礫層）の境界付近。
境界の直下は最大礫径80mmで平
均10～20mmの亜円礫を含む砂礫
からなり、淘汰は非常に悪い。

写真②
M１段丘堆積物（礫まじり砂）。径
2～4mmの礫が砂層中に見られる。

敷地内ボーリング柱状図（No.３）

※層相区分については敷地近傍の露頭観察も踏まえ作成している。 40
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12

102

№3
D D’

B B’

A

A’

C C’

①`
②`

③`

③①

②

ボーリングコア拡大写真

M１段丘堆積物
東茨城層群

写真①（№7孔 ）
M１段丘堆積物（砂層）中の白斑状生
痕。白斑状生痕は、前浜の堆積環境を
示す特徴的な化石であり、本堆積物は、
海の堆積物と判断される。

東茨城
層群

M１段丘
堆積物

・敷地では、東茨城層群（見和層中部層の礫層）を覆って、M１段丘堆積物が分布している。
・M1段丘堆積物は、淘汰の良い砂層を主体とし、一部白斑状の生痕化石（ヒメスナホリムシ（砂浜の波

打ち際に生息））を伴う海成層である。M1段丘堆積物の基底付近は砂層中に2～4mmの礫がまじる。
・東茨城層群は、径10～20mmの中礫を主体とし、その層厚は約6ｍである。
・M１段丘堆積物と東茨城層群は、層相が異なっており、層相の境界には不連続面が確認される。その不

連続面には堆積環境の変化（堆積間隙）が認められることから、両地層は不整合で接している。



東茨城
層群

M１段丘堆積物と東茨城層群について（敷地内調査）

④

写真①
M１段丘堆積物（砂層）中の白斑状
生痕。

写真③
M１段丘堆積物（細砂、礫混じり砂
との互層）と東茨城層群（砂礫）の
境界付近。

写真④
東茨城層群の砂礫層。径5～
30mmの亜円～円礫を主体とする。

写真②
M１段丘堆積物は境界付近では10
～15cm間隔で、細砂と礫混じり
細砂が互層する。

ボーリングコア拡大写真

①

③②

M1段丘堆積物基底

M１段丘
堆積物

41

敷地内ボーリングコア写真
（ No.114）

敷地内ボーリング柱状図（No.114）
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M１段丘堆積物 東茨城層群
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28

・M1段丘堆積物は、シルトを含む砂層を主体とし、生痕化石を伴う海成層である。M１段丘堆積物の基
底付近は、砂層中に礫まじり砂層が層状に認められる。

・東茨城層群は、径5～30mmの中礫を主体とし、層厚は約4ｍである。
・M１段丘堆積物と東茨城層群は、層相が異なっており、層相の境界には不連続面が確認される。その

不連続面には堆積環境の変化（堆積間隙）が認められることから、両地層は不整合で接している。

※層相区分については敷地近傍の露頭観察も踏まえ作成している。



M１段丘堆積物と東茨城層群について（まとめ）
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・M1段丘堆積物は、主に砂からなり、礫、シルトの薄層を伴い、海生生物（ヒメスナホ

リムシ）の白斑状生痕が認められる海成の堆積物である。敷地近傍では東茨城層
群との境界付近に基底礫が認められるが、敷地内においてはその発達は弱い。

・東茨城層群は、主に砂、礫からなり、M１段丘堆積物に覆われて分布している。敷
地近傍では砂層（坂本（1975）等による石崎層）が、敷地では礫層（坂本（1975）等に

よる見和層中部層）が分布し、場所によって層相が異なる。

・M1段丘堆積物と東茨城層群の層相は異なり、層相の境界には不連続面が確認さ

れる。その不連続面には堆積環境の変化（堆積間隙）が認められることから、両地
層は不整合で接しており、その不整合面をM１段丘堆積物の基底面と設定している。
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参考2 多賀層群中の小断層について
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・小断層は、多賀層群中に確認され、断層面の幅は1mm程度、傾斜は主に40～60度である。葉理の観察等か
ら推定される変位量は数mm～数cmであり、一部は断層面がコア内で消失するものも認められる。

・小断層は、多賀層群が分布する約160ｍ以深に点在し、ボーリング孔毎にもその分布に違いがみられる。
・多賀層群を不整合に覆う久米層には小断層は認められない。

多賀層群中の小断層について
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常陽
個別

170.92m(45)

182.97m(45)

219.40~219.50m(60)

224.78~224.93m(90)

235.59~235.80m(90)

253.05~253.12m(45)
253.44m(60)

190.31m(45)

201.21~212.10m
(30~80)

No.115No.116

No.113

No.114

No.115

No.116

久米層 多賀層群

ボーリング位置図

深度(m)

256.00

260.76~260.90m(70)

227.35m(25)

241.25(70)

No.113

177.27m(55)
177.93m(45)

208.13m(45‐60)
208.89m(50)

243.25~243.43m
(55~60)

260.50~260.70m(70)

235.27, 237.36(45~50)

167.67, 167.83m(45)
168.70~168.85m(70)

200.69m(40)

250.82m(85)
254.66, 255.12m(60~75)
255.34~255.36m(40)

245.88m(80)
246.08(35)

No.114

176.80~176.85m(35)

194.82m(45~60)

230.31~230.79m(80)

240.15~240.22m(85)

201.08m(40)

234.35~234.90(20~45 )

249.40~250.00m(45~60)
ボーリングコアで確認される小断層

（No.113 深度208.13ｍ）

葉理

小断層

小断層位置
（断層面傾斜）

161.12
165.05

167.51165.49

255.00

262.46

255.44
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